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要旨
アミオダロンはフランスで開発された抗不整脈薬で、欧米を中心に他剤抵抗性の致死性不整脈患者に広く用いられて
いる。今回我々はアミオダロン内服中の73歳の男性に、同n良の角膜上皮茶褐色、渦状の色素沈着を認めた。アミオダロ
ン連日投与開始後18カ月後に角膜症が出現した。角膜症による明らかな視力低下はなかった。アミオダロン内服の副作
用としてはアミオダロン角膜症の他、視神経症や根粒腫等の報告もあり 、アミオダロンの投与に際しては、定期的な長
期に渡る眼科診察が必要と思われた。
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はじめに
アミオダロンは、 1962年フランスで抗狭心症薬とし
て開発され、1970年代からはその抗不整脈作用に注目
されて現在では臥米を中心に広く使用されている。
アミオダロンは、ベンゾフラン誘導体で、カテコー
ルアミンと非競合的に措抗することにより、冠血管拡
張作用を示す。アミオダロンは難治性不整脈薬として
高い評価がある一方、jJ市毒症、不整脈の悪化、肝障害
等の致命的かつ重篤な副作用を発生することが知られ
ているJ)。 眼科領域の副作用では、角膜症や視神経症、
液粒J重等が発生するといわれている2)3)的。今回我々
は、アミオダロン内服中の男性に両日良角膜上皮に茶褐
色、 1問状の色素沈着を認めた l例を経験したので報告
する。
症例
症例:73歳、男性。
初診:平成11年12月14日。
家族歴、既往歴:特記すべきことはなし。
現病歴:平成11年10月から心室頻拍および発作性心房
細動が出現し、 11月30日からアミオダロン治療 (400
mg/Iヨ)が開始され、眼科的副作用精査目的で紹介
となった。
初診時眼所見:視力は右限(1.2)左限 (1.0)で、[1艮
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圧は右眼15mmHg左眼16mmHg。前眼部、中間透光
体、眼底には両限とも異常を認めなかった。
その後は定期的に経過観察を行った。
Fig 1 アミオダロン角膜症
Fig 2 アミオ夕、口ン角膜症
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アミオダロン連日投与開始から18カ月後の平成13年
5月22日の再来時の眼科的検査で、視力は右眼 (1.0) 
左限(1.0)、眼圧は右 眼16mmHg左眼16mmHgで
あった。両日良の角膜上皮に|瞳孔領のやや下方を中心と
した茶褐色、渦状の色素沈着を認めた (Fig1、2)。
腎障害や皮間病変はなく 、クロロキン内!恨の既往もな
かった。自覚的には蓋明等の訴えはなく、明らかな視
力低下もなかった。中間透光体、眼底には両眼とも異
常がなかった。
当院循環器科にて不整脈症状は軽快していることよ
り、角膜色素沈着のため、平成13年 6月19日からアミ
オダロンの内服を中止 した。その後も経過観察を行っ
ているが、平成13年7月31日現在では、角膜色素沈着
に著変はない。
考察
j晶状角JI莫色素沈着をきたす疾患としては、Fabry
病、クロロキン、アミオダロン投与による角膜症等が
知られている2)5) 6)九 Fabry病は X染色体性疾患で、
腎障害や皮府病変を伴う疾患であり、本症例は除外さ
れた。また、本症例では、アミオダロン以外に渦状角
膜色素沈着をきたす薬物の服用歴はなく 、アミオダロ
ン投与後に色素沈着が出現しており 、本症例の角膜病
変はアミオダロン角膜症であると診断した。
アミオダロン角膜症は、アミオダロン投与中に両眼
の角膜上皮に茶褐色、渦状の色素沈着を呈するもの
で、アミオダロン投与量200mg~800mg/ 日の患者の
76~ 100% に出現するといわれているヘ 連日投与開始
から 2 週間 ~ 4 カ月で、出現し、投与中止後、 次第に消
退するとされているが 7) 、 投与開始後16~ 18 カ 月 のア
ミオダロン内服後に角膜症を生じたという報告も認め
るヘ 今回、我々の症例では、アミオダロン連日投与
開始から18カ月後に角膜症が出現しており、アミオダ
ロン投与に関しては、長期に渡り眼科的経過観察が必
要と思われた。角膜の色素沈着は組織学的には薬剤・
脂質複合体の蓄積によると証明されておりへ 角膜症
は自覚的に無症状で、視力には影響しないことがほと
んどだが、乳頭炎や乳頭浮腫を合併すると視力低下を
来すという報告もあるlヘ 我々の症例においては、角
膜症のみが出現し、明 らかな視力低下を認めなかっ
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た。現在、アミオ夕、ロンの内服は中止しており、今後
も角膜症に対し経過観察を行う予定である。
おわりに
今後本邦でも抗不整脈薬としてアミオダロンの使用
が増加するにつれ、眼科医もアミオダロン角膜症に遭
遇する機会が増加 していくと思われる。また、アミオ
ダロン内服の副作用としては角膜症の他、視神経症や
霞粒腫等の報告もあり 、その投与に際しては、定期的
な長野lに渡る眼科診察が必要と考えられた。
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A Case of Amiodarone Keratopathy 
Hiroko T AJIKA. Akiko IW A T A. Masahiko Y ANO 
Division of Ophthalmology， Tokushima Red Cross Hospital 
Amiodarone is an antiarrhythmic drug developed in France. The drug is commonly used， particularly in 
Europe， in lethal arrhythmia patients who show resistance to otl1er medications. A 73-year-old man being 
treated with amiodarone exhibited brown， vortex-pattern deposits in the corneal epithelium of both eyes. His 
keratopathy manifested 18 months after daily administration of amiodarone was initiated. Th巴r巴 was no 
obvious loss of V1SlOn associated with the keratopathy. Known side effects of amiodarone， beside amiodarone 
keratopathy， includ巴 opticneuropathy and chalazion. Administration of amiodarone should be accompani巴dby 
long-term， periodical folow-up by an ophthalmologist. 
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